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1. はじめに 

近年、一重項分裂 (SF) が太陽電池における

量子効率向上の観点から注目を集めている。

[1]  また、微小共振器であるWhispering gallery 

mode (WGM) 共振器は、光捕集への有用性が

報告されている。[2] この観点から我々は、SF

とWGMを融合し、太陽光のエネルギー変換に

応用すること構想している。本研究では、WGM

共振器中における SF分子の光物理的挙動を探

る実験を行った。 

 

2. 実験 

シ リ カ マ イ ク ロ ビ ー ズ 上 に 、

2,7-bis[9,9-di(4-methylphenyl)-fluoren-2-yl] 

-9,9–di (4-methyl phenyl) fluorene (TDAF) 

/1,3-Diphenylisobenzo furan (DPBF) /TDAFの構

造 (総膜厚 1m 以下) でマイクロボウル型 

[3] の光共振器を作製した (Fig. 1)。TDAFおよ

び DPBF は、それぞれレーザー色素および SF

材料である。TDAFの HOMO-LUMOギャップ

は DPBFのそれよりも大きいため、TDAFから

DPBFへのエネルギー移動 (ET) が起こる。こ

のため、TDAFのAmplified spontaneous emission 

(ASE) 閾値は、ET速度に依存する。すなわち、

DPBFの励起子密度は ET速度を介してASE閾

値の支配因子となる。DPBFの励起子密度は SF

の効率に依存するため、ASE 閾値から間接的

に SFの効率を評価することができる。 

空気中の酸素は三重項消光剤となることか

ら、SF の効率に影響を与えることが予想され

る。そこで、作製した光共振器の ASE 閾値を

空気中および不活性ガス中で測定し、両者に差

異が生まれるかを調べた。 

 
Fig. 1 Molecular structures of TDAF and DPBF. 

Optical WGM resonator composed of 

TDAF/DPBF/TDAF layers on a silica 

microsphere. 

  

3. 結果・考察 

ASE のスペクトルには WGM に特有の櫛型

の周期的なピークが現れた。講演では、異なる

測定条件で評価した ASE閾値を報告する。 
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